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2017年7月分 No.1 

特徴 

 関連分野  医薬、ケミカル 

飲食 安心安全な保存料 

 長期にわたって大量摂取しても安心安全なミ
ネラルを用いた保存料を提供。 

 植物性ミネラルは毒性が低く、ほど良い安定性
と脂溶性をもち防腐作用に優れているが、昨今の
農作物はミネラル含有量が少なく、それで作られ
る加工食品もミネラル不足になり、保存料としての
効果もそれに伴い低下している。 

 本発明は長期にわたって大量摂取しても安心安
全な保存料を提供することが目的であり、現代人
のミネラル不足を補うためイットリウム含み、少な
くとも硫黄、鉄、マグネシウム、及び、カルシウム、
その他ミネラル成分から構成される安心安全な保
存料である。 

ミネラル分として、 
 
イットリウム0.001～3.5質量％、硫黄9.0～99.969質量％、
鉄0.01～20.0質量％、カルシウム0.01～20.0質量％、マ
グネシウム0.01～20.0質量％、マンガン0.01％～5.00質
量％、亜鉛0.01％～5.00質量％、ニッケル0.01％～5.00
質量％、カリウム0.01％～5.00質量％、ケイ素0.01％～
5.00質量％、銅0.001％～3.50質量％、コバルト0.001％
～3.50質量％、リン0.001％～3.50質量％、ナトリウム
0.001％～3.50質量％及びクロム0.001％～3.50質量％ 
 
を含有する保存料を 
0.000001質量％～10質量％含有させることを特徴とする
食品の保存方法。 



 発明の名称  ナノ粒子含有スラリー噴霧装置及び溶射装置 
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発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.2 

特徴 

 関連分野  ケミカル、飲食、ガラス・セラミック、金属原料、電子部品・素子 

業務用機械 噴霧装置及び溶射装置 

 ナノ粒子含有スラリーを噴霧する噴霧装置及
び噴霧装置を備えた溶射装置。 

 噴出管内に露出したナノ粒子含有スラリーは、
先端側と基端側部分において、キャリアガスから
受けるせん断力が異なっている。そのため、ナノ
粒子含有スラリーから生じるミストは、粒径及びそ
の分布が不均一となり、噴霧装置では、溶射皮膜
中にボイドやクラック等の欠陥が生じる可能性が
あった。 

 本発明は、ナノ粒子含有スラリーを生成するミス
トが均一な粒径を有し、且つ、均一に分布してい
るようにミスト化して噴霧でき、ミストの粒径を調整
できる、ナノ粒子含有スラリーの噴霧装置を提供
する。 

２０ａ    貫通開口 
２１       噴霧ノズル 
２１A１  第１円筒部２１Ａの外径 
２３       ノズルガイド 
２１１     噴霧媒体通路 
２１１a   噴霧媒体通路２１１の 
              通路径 
２１２      スリット 
２３１ｃ    スリット 



 発明の名称  ループ流式バブル発生ノズル 
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 出願日  平成26年4月11日  出願番号  2014-82085 
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 法的状態  登録中 

発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.3 

特徴 

 関連分野  農林水産、電気機械、その他製造、エネルギー 

業務用機械 ファインバブル発生ノズル 

 ファインバブルを含むバブル（気泡）を発生さ
せるループ流式バブル発生ノズル。 

 従来のバブル発生ノズルでは、不純物を比較的
多く含む液体を用いてバブルの発生を行うと、ノズ
ルにおいて、カルシウム又は微生物の死骸などの
不純物や水垢が析出・付着する場合があった。こ
の場合、気体供給室から気液ループ流式撹拌混
合室への気体供給が阻害され、気体供給量が減
少してしまうことがあり、バブル発生効率を徐々に
低下させることがある。 

 本発明では、不純物を含む液体を用いてもバブ
ル発生効率を低下させることなく、また、バブル発
生効率を従来よりも向上することが可能なループ
流式バブル発生ノズルを提供する。 

１ 有底部材  
２ 筒状部材  
３ 気体流入孔 
４ 気体供給室 
４ａ 隙間  
４ｂ 溝部  
５ａ 第１液体供給孔  
５ｂ 第２液体供給孔 
６ 気液ループ流式撹拌混合室 
７ 流入孔  
７ａ 切欠き部 
８ａ 第１噴出孔 
８ｂ 第２噴出孔  
１０ ループ流式バブル発生ノズル 



 発明の名称  ロボットハンドの外郭形状および把持方法 

 出願人/権利人  村北ロボテクス株式会社  発明者  村北  卓也 
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 法的状態  出願中 

発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.4 

特徴 

 関連分野  電子部品・素子、業務用機械、陸上輸送機械、海・空等輸送機械、専門技術サービス 

電気機械 ロボットハンド 

 人型ロボットハンドに関し、把持位置計算が容
易な外郭形状および把持方法の実現。 

 人の手は、柔軟に変形しうる皮膚で覆われてい
る上に表面の形状が複雑を極めるため、手の位
置と物体の位置との関係を定量的に評価すること
が難しい。さらに、樹脂や金属のような大変形をし
ない工業材料で、いかにその機能を実現するかと
いう点に難しさがある。 

 本発明は、把持物体を、固定された谷型に押し
付ける原理により、再現性の高い把持が可能にな
る。このとき、接触面の形状を球面や円筒面など、
幾何学的な計算しやすい形状にしたことで、把持
位置の計算が容易になり、事前に把持姿勢を定
量的に評価することができる。 

手掌外郭（１） 
凸面部（１a） 
手掌基面（１ｂ） 
球面部（１ｃ） 
円筒面部（１ｄ） 
谷底線（１ｅ、１ｆ） 
第１指末節（２） 
第２指末節（３） 
第３指末節（４） 
球面（２ａ、３ａ、４ａ） 



 発明の名称  充電器 

 出願人/権利人  日本圧着端子製造株式会社、ユカイ工学株式会社  発明者  牧田 克正、青木 俊介、池戸 憲夫、伊藤 伸朗 

 出願日  平成27年12月28日  出願番号  2015-256706 

 公開番号  2017-120988  特許番号  ― 

 法的状態  出願中 

発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.5 

特徴 

 関連分野  電子部品・素子、放送・通信、専門技術サービス、医療・保健衛生 

電気機械 駆動部が動くことにより通知を行う充電器 

 安否確認をより効果的に行なうための携帯機
器用の充電器。 

 本発明は、通信機能を有する携帯機器を装着し、
充電するための充電器である。携帯機器が装着
されていないと判断される場合や、メッセージの着
信があった場合に、通知を行なうことを特徴とする。 
従来は、 光や音などによって通知を行なっていた

が、視力や聴力が弱まった高齢者を対象にメッ
セージを送信した場合、対象が新着メッセージの
受信通知に気付けない可能性がある。そのため、
駆動部を用いて充電器を動かし、通知を行なうこ
とで、より効果的に新着メッセージの通知等を行う
ことが出来る。これにより充電器への携帯機器の
装着し忘れをより効果的に防止することができる。 

１ 充電器 
２ 携帯機器 

３ 赤外センサ（人体
検出センサ） 

４ 保持部 
５  再生スイッチ 
６ 録音スイッチ 
７ 脚部 
８  駆動脚部 
９ 充電コイル 
４１ 開放部 



 発明の名称  気体分子吸蔵ナノ材料、ナノ材料組成物及びナノ材料組成物の製造方法 

 出願人/権利人  株式会社大成化研  発明者  松原 賢政 

 出願日  平成28年1月15日  出願番号  2016-6321 

 公開番号  2017-124959  特許番号  ― 

 法的状態  出願中 

発明の概要 

2017年7月分 No.6 

特徴 

 関連分野  エネルギー、電子部品・素子、電気機械、業務用機械 

ケミカル ナノ材料組成物 

 気体分子が吸蔵された気体分子吸蔵ナノ材料、
ナノ材料組成物、ナノ材料組成物の製造方法。 

 本発明は、ナノ材料組成物及びナノ材料組成物
の製造方法である。気体分子吸蔵ナノ材料は、炭
素含有ナノ材料からなる母材と、母材内に吸蔵さ
れた気体分子とを含む。気体分子の吸蔵量が母
材１００質量部に対して１質量部以上の気体分子
吸蔵ナノ材料であるため、大量の気体分子を必要
とする用途に適用しても充分な量の気体分子を供
給できる。母材として軽量かつサイズが小さい炭
素含有ナノ材料を用いるため、水等の汎用的な分
散媒に容易に分散させることができる。よって、流
体として使用する用途等にも適用できるため、
様々な用途への展開が可能となる。 

 炭素含有ナノ材料からなる母材と、  
 前記母材内に吸蔵された気体分子と 
を含み、 
  前記気体分子の吸蔵量が前記母材１００質量部に 
対して１質量部以上である気体分子吸蔵ナノ材料。 

代表図（図面がないため請求項1を記載） 



 発明の名称  淡水製造装置 

 出願人/権利人  青木 一彦  発明者  青木 一彦 
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発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.7 

特徴 

 関連分野  農林水産、電気機械、建設・土木、医療・保健衛生 

業務用機械 淡水製造装置 

 水分凝縮体の吸湿能力を最大限に活用し、効
率良く空気中から淡水を回収するための装置。 

 本発明は、ほぼ密閉された空間である筐体に、
水分凝縮体を出し入れするための１以上の開口
部を設けた。このため、水分凝縮体から水分を排
出する空間と、水分凝縮体に水分を吸着させる空
間を分離して、水分凝縮体と空気を接触させる吸
湿時間を水分凝縮体から水分を排出させる排湿
時間よりも長くすることができる。この結果、水分
凝縮体への水分吸着量が増加し、昼間における
淡水の回収量が増加する。また、水分を回収する
ための冷却時には、水分凝縮体を筐体外に取り
出せるので、水分凝縮体への再吸着が防止され、
得られる淡水量が増加する。 

１ 淡水製造装置 
１０ 直方体状の筐体 
１１ 内部空間 
１２、１３ 開口部 
１４ 開閉扉 
２０ 粒状の水分凝縮体 
２１ 容器 
３０ 無端軌道式のコンベア 
３１ 無端軌道 
３２ 架台 
３３ 非載置領域 
４０ 吸湿域 
４１ 遮蔽物 
４２ 遮光域 
５０ 水分回収機構 
５１ 補給バルーン 
５２ 回収バルーン 
５３ 開閉バルブ 
５４ 給気路 
５５ 開閉バルブ 
５６ 排気ポンプ 
５７ 排気路 



 発明の名称  宅配システム 

 出願人/権利人  ＬＥＧＡＲＥ株式会社  発明者  山口  雄也 

 出願日  平成29年4月11日  出願番号  2017-77955 
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 法的状態  登録中 

発明の概要 代表図 

2017年7月分 No.8 

特徴 

 関連分野  業務用機械、陸上輸送機械、運輸サービス、専門技術サービス 

放送・通信 宅配システム 

 配送車が、宅配ボックスまで自動運転により荷
物を配送する宅配システム。 

  本発明は、荷物を載せた配送車が自動運転で

配送先の宅配ボックス部の場所まで移動して配
達が行われる。これにより、再配達を無くして効率
を高めつつ、人手による作業も削減することがで
きる。配送先に対応する宅配ボックス部を特定す
る配送先特定部と、特定された宅配ボックス部が
設置された場所に配送車が自動運転により荷物
を配送する。車は、特定された宅配ボックス部に
対応する開閉扉が開かれて露出した内部空間領
域に向けて延伸し、宅配ボックス部に架設される
延伸レール部と、延伸レール部を介して車により
配送されてきた荷物を内部空間領域に収納する。 

１ 通信ネットワーク 
９ 携帯端末 
１０ 宅配システム 
１１ａ 配送先特定処理部 
１１ｂ 到着連絡送信処理部 
１１ｃ 領収書発行処理部 
１１ｄ 撮影処理部 
１１ｅ 算出処理部 
１１ｆ 蓄電指令部 
１１ｇ 決済処理部 
１４ 蓄電装置 
１６ 移動体 
２６ プリンタ部 
３０ カード読取部 
３２ 監視カメラ 


